
令和7年度 沙流川流域⽔害タイムライン運⽤訓練

【実施⽇時】令和7年8⽉4⽇(⽉)13:30〜16:30

【開催形式】オンライン形式(Microsoft Teams)

【参加機関】平取町 平取町建設協会
⽇⾼町 ⽇⾼⻄部消防組合
室蘭開発建設部 室蘭地⽅気象台
胆振総合振興局室蘭建設管理部 ⽇⾼振興局地域創⽣部危機対策室
⾨別警察署 北海道電⼒株式会社⽇⾼⽔⼒センター
東⽇本電信電話株式会社北海道事業部

計 11機関 71名

今年度の出⽔期を前に、沙流川流域⽔害タイムライン試⾏版(令和2年12⽉策定)を基に、主⾃
治体である平取町・⽇⾼町および、各関係機関の職員がタイムライン運⽤における認識の共有
と習熟の向上を⽬的とした参画機関全体による運⽤訓練を実施しました。訓練では、沙流川流
域⽔害タイムライン表の記載内容や運⽤⼿順、情報の共有⽅法等について確認を⾏いました。

⽇⾼町 森⾕課⻑

開 会 挨 拶

平取町 ⼭⽥課⻑

訓練の様⼦(平取町災害対策本部) 訓練の様⼦(⽇⾼町町災害対策本部)

平取町まちづくり課 ⼭⽥課⻑
「タイムラインを策定以降、平取町では⼤きな⽔害は起きていないが、近年の気候
変動の影響で、⽔害発⽣の割合や⼟砂災害発⽣の割合が統計的にも明らかに増えて
いる。このことは、我々も体感で実感しており、それが未曾有の⼤災害につながる
可能性があるということと、命を守る⾏動に素早く切り替えるというところを意識
して訓練に臨みたいと考えている。」

⽇⾼町総務課 森⾕課⻑
「昨今の気候変動により、当町においても災害がいつ発⽣してもおかしくないと危
機感を感じている。タイムラインの完成後、幸いにも⼤きな被害をもたらすような
洪⽔は今のところ発⽣していないが、その反⾯、タイムラインの使⽤実績がないゆ
えに、防災⾏動が整備されていない部分も多い。本⽇の訓練を通じて今⼀度、タイ
ムラインの運⽤について確認し、万が⼀の事態に備えていきたい。」



訓練では、タイムラインのステージ1がすでに⽴ち上がっている場⾯から始め、平取⽔位観
測所で「氾濫危険⽔位」を超過するまでをシナリオに沿って進⾏しました。各関係機関は、付
与される状況や発表情報を訓練⽤の情報共有サイトで確認し、タイムライン表の記載内容に基
づいて、必要な情報伝達を実際と同じ⽅法で実施・記録しました。さらに、⾏った対応や得ら
れた情報を情報共有サイトのメッセージに⼊⼒し、全機関で共有しました。

訓 練

訓練シナリオと各町の意思決定の結果

訓練の様⼦(平取町災害対策本部) 訓練の様⼦(⽇⾼町災害対策本部)
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平取町

⽇⾼町
18:30避難指⽰発令

事務局会議

氾濫警戒情報(富川) (平取 )

訓練終了

氾濫注意情報(平取)

氾濫危険情報(富川) (平取 )

事務局会議

16:30⾼齢者等避難発令
18:10避難指⽰発令

【平取町・⽇⾼町の意思決定】

⼤⾬警報(浸⽔害)
洪⽔警報

⽔防警報(準備)(富川)

⽔防警報(出動)(平取)

氾濫危険⽔位超過(平取)

14:30⾼齢者等避難発令

⼤⾬警報
(⼟砂災害)

⼟砂災害警戒情報

8:30

計画⾼⽔位 27.42m

氾濫注意⽔位 23.90m

⽔防団待機⽔位 22.80m

氾濫危険⽔位 26.90m
避難判断⽔位 26.30m

計画⾼⽔位 6.93m
氾濫危険⽔位 5.80m
避難判断⽔位 5.50m

氾濫注意⽔位 4.30m

⽔防団待機⽔位 3.30m

⼤⾬注意報(浸⽔害)(警報予告)
洪⽔注意報(警報予告)

訓練開始
16:10



情報共有サイトのメッセージを活⽤した情報共有について (回答より⼀部抜粋)
・各機関が持つ最新情報を共有でき効率的である。
・実際に⽔害が起きた際に、関係機関との連絡や町内の情報収集に多くの⼈員を配置できないと感じた。
・メッセージの情報から各機関の対応状況を知ることができ、その情報から対応しなければならない
ことが分かったりするので、関係機関の連携の補助として役に⽴つと思います。

・情報共有サイトの上段に各町のタイムラインステージが分かるように記載した⽅が良い。
・各担当者で⼿分けして⼊⼒できる様に訓練者数を増やし実施することで本当に活⽤できると考えます。
防災担当だけだと回らず後⼿に回ることになりかねない。

・機関関係なく表⽰されるためやや⾒づらいのではと感じた。

志⽥アドバイザー

講 評

訓練アンケート結果より

満⾜・やや満⾜と答えた理由 (回答より⼀部抜粋)
・実際の災害時に向けて、関係機関の動きを想定することがで
きた。

・必要な情報の収集・提供をある程度確実にこなせた。
・ステージに応じた⾏動項⽬を改めて確認できた。
やや不満⾜と答えた理由 (回答より⼀部抜粋)
・少しテンポが悪かった。
・発災時の動きを想定する機会となり良い経験ではあったが、
本番ではシナリオには無かったダム上流区間や⽀川での発災
も想定されるため、町内全体を通した訓練とはならなかった
ため。

「災害時に備えて、⾃部署の体制や対応を確認するだけでなく、他の関係機関が
その時に何を考え、どのように⾏動しているのかを共有しながら協働できること
も、タイムライン防災の⾮常に重要な役割だと思います。今回はそれぞれの部署
で訓練を⾏いましたが、情報共有サイトのメッセージ等を通じて、他機関の⾏動
についても確認できたのではないでしょうか。本番において関係機関が連携しな
がらタイムラインを効果的に活⽤できるよう、今回の訓練結果を踏まえて、気づ
いた点をアンケート等にフィードバックしていただければと思います。」

訓練で⾒つかった課題や改善が必要な点 (回答より⼀部抜粋)
・国道の通⾏規制の区間を決めるのに、避難地区を明⽰して
ほしい。

・連絡体制や維持業者への指⽰などを考えると今回の防災対応
は２名体制ではきびしい。

・⾏うことの共有化が図りきれず各機関対応担当者はそこだけ
に労⼒をとられて現場が⾒えない状況にあったと思うので、
庁内役割分担の再徹底が必要かと思う。

・改めてタイムラインにおける動きを再整理する必要がある。
・警察が機能移転することや各町の体制構築のタイミングが
わかって良かった。
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